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追加の投資なしでEclipseを使った開発が出来ます！

PDMで上記のメッセージを見たことがありませんか？

それが「Websphere Development Studio Client for i」です。

※最新版のRational Developer for i V9.0は有償のプロダクトです。

Eclipseを使うと、SEUとは違う操作で開発が可能になります。

・行単位の構文チェック

・F4でプロンプト表示

・開発を支援するコンテンツアシスト

・コンパイル結果の即時確認

・Eclipse準拠のデバッグ機能

・AS400間のソース受渡し（コピー＆ペースト可能）
（オブジェクトの受渡しは出来ません。SAVFは可能です）

・Subversion等のバージョン管理と連携も可能！

リモートシステムエクスプローラ固有の機能
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プログラムソースのバージョン管理を始めませんか。

・改修前のソースが増えすぎて困ってしまう。

・ソース名を属人的に振るのでどれが必要なのか分からない。

・改修した際のコメントが増えすぎてしまう。

・どの案件で誰がどの部分を改修したかが分かりにくい。

・もう使わないプログラムだけど、ソースを消すのは怖い。

・WDSC For iを使用するとソースがテキスト化されます。

・Subversion等のバージョン管理ソフトが利用可能になります。

・Tracを利用したバグトラッキング等の仕組みと連携可能です。

・ソースの復活が可能です。

・誰が、いつ、どの案件でプログラムを改修したかが一目瞭然。

・他の開発環境と同一化できます。

詳しくは、http://www.as-t.co.jp/tips/ にて！

こんな悩みはありませんか


